
【届出書の記入例】 
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日本産業規格 



 

注１ 市に届け出た日付になります。 

 

注２ 届出に関する担当者の連絡先を必ず記載してください。後日連絡をすることがあります。 

 

注３ 騒音規制法、振動規制法、福岡県公害防止等生活環境の保全に関する条例で、それぞれ届出書の様

式が異なりますので，確認してください。 
 

注４ 「騒音・振動関係法令の概要」に記載されている名称を記載してください。 

 

注５ どのように施設を変更したのか、全体像がつかめるように記入してください。 

直前の届出の際には、計上されていなかった施設（もともと無かった施設）や、直前の届出の際では計上

したが今回の届出の際には無くなっている施設（廃棄した施設）についても記入してください。 
また，工場内のすべての特定施設（種類，能力，数）について，別紙に記載したものを添付してください。 
※ 届出は工場全体で、施設がどのように増減したかで届出が必要かどうか、騒音・振動が増減するかど

うかを判断します。 
 

注６ 施設が多く届出書に書ききれない場合は、同様の内容の一覧表を作成し、別に添付してください。  

例：振動規制法の場合（同じ特定施設の種類であっても、能力ごとに記載が必要です） 
 

特定施設の種類 型式 公称能力 

数 使用開始時刻 使用終了時刻 

変更前 変更後 
変更前 

（時・分） 
変更後 

（時・分） 
変更前 

（時・分） 
変更後 

（時・分） 

２ 圧縮機 ○×-○ 7.5 kW ０ １ － ９：００ － １７：００ 

２ 圧縮機 ○○-◆● 15 kW １ ３ ９：００ ９：００ １７：００ １７：００ 

７ 印刷機械 △△機械製 22.5 kW ４ ２ ９：００ ９：００ １７：００ １７：００ 

 

 
 
【特定施設の配置図の記入例】 
特定施設設置（使用）届出書（記入例）を参照してください。 
 




